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考えたことなかった 署長サスピション

家族

ある日、ネコに声をかけられた。このままだ
と、将来たいへんなことになるらしい。いった
い、どうして？いままでの「ふつう」に疑問を
抱き、ジェンダーバイアスとどこかつながる社
会のしくみについて考えはじめる男の子の物
語。

近頃、怪盗フェイクという変幻自在の窃盗犯が
出没し、大森署の管内の宝飾店を荒らして、マ
スコミを騒がせていた。そんな中、さまざまな
事情から総額１億円が大森署の署長室に集ま
り、それを知ってか、怪盗フェイクからＳＮＳ
で犯行予告が送られてきて…。

百年の時効

第174回直木賞候補作  2011年11月、裸の女
性が八王子の交番に助けを求めて駆け込んでき
た。女性の名前は奥平美乃。半年前にも「妹夫
婦がおかしな女にお金を取られている」と相談
に来ていた人物だった。その証言をきっかけに
一連の異様な事件が発覚。美乃を監禁していた
のは夜戸瑠璃子。彼女は「家族」と称する手下
たちを従え、家を乗っ取り、監禁と暴行を繰り
返していた。瑠璃子と出会ってしまった人々
は、抜け出せない支配と暴力の中で次々と命を
落としていく──。

嵐の夜、夫婦とその娘が殺された。実行犯は４
人いたと思われたが、捕まったのは一人だけ。
そして５０年後、容疑者の一人が変死体で見つ
かり、刑事・藤森菜摘は半世紀に及ぶ捜査資料
を託されることに。捜査期間の１年以内に犯人
を捕らえることはできるのか…。

「越境３．０」境界線を越えて未来を創る行動哲学 薬屋のひとりごと（11）

登録者30万人超えのYouTubeチャンネル『越
境3.0チャンネル』の石田和靖氏による、
あなたの心に眠る情熱を呼び覚まし、そのビ
ジョンを現実へと変えるための参考書！

【猫猫の推理で、壬氏の過去と素性に迫る！】
後宮の中にある古い廟に仕組まれた順路の仕掛
けに気づいた猫猫は、皇帝と壬氏との前で見事
その謎を解き明かします。そして今度は皇太后
から、亡くなった先帝にかけられた呪いを調べ
て欲しいとの依頼を受けて…。猫猫の推理で、
壬氏の過去と素性に迫る第11巻!!

＃真相をお話しします
もっともっと 描けるようになりたい！ な
ら読んでみて しんもと流 マンガキャラ上
達 BOOK

マッチングアプリでパパ活。リモート飲み会と
三角関係。中学受験と家庭教師。精子提供と殺
人鬼。日常に潜む「何かがおかしい」。その違
和感にあなたは気づくことができるか。現代日
本の裏に潜む「罠」を描くミステリ短篇集。

本書では、「キャラの描き分け」「魅力的な表
情の作り方」「構図の工夫」といったマンガ
キャラを描くための具体的なテクニックや、
「色塗り」「マンガの描き方」「デジタルの始
め方」といった内容まで幅広く紹介。前作を読
んだ人でも、読んでいない人でも「もっともっ
と描けるようになりたい！」という気持ちに応
える充実の内容となっています。
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神様の定食屋 リトル☆バレリーナ (1)

両親を事故で失った高坂哲史は、妹とともに定
食屋「てしをや」を継ぐことに。ところが料理
ができない哲史は、妹に罵られてばかり。ふと
立ち寄った神社で、「いっそ誰かに体を乗っ
取ってもらって、料理を教えてほしい」と愚痴
をこぼしたところ、なんと神様が現れて、魂を
憑依させられてしまった。料理には誰かの想い
がこもっていることを実感する、読んで心が温
まる一冊。

小４のココの夢は、バレリーナになること。ほ
んとうは、親友のヒナと同じバレエスクールに
通いたいけれど――。悩んでいたら、幼なじみ
のカナトが応援してくれて…！？　さらに、パ
パの驚きの秘密を聞いて…！？　ときめき成長
ストーリー第１巻。

百五十六歳の忍び・石動奇獄が江戸に出現。ゆ
るゆると妖刀「村正」を操り、将軍吉宗の側近
を襲うその狙いは何か。信玄公時代の記憶に囚
われる時代錯誤の妖魔に、吉宗預かりの元小藩
下級武士・金杉惣三郎が対峙する。惣三郎は奇
嶽をおびき出そうと奇想天外な大舞台を仕掛
け、鉄砲隊も潜ませるが――スケール壮大な剣
豪小説。

別の体へと運ばれてしまった赤血球たち。よう
やく再会を果たした白血球は、「この体は糖尿
病だ」と告げる。腎臓の糸球体たちは大量の糖
分濾過で疲弊し、膵臓ランゲルハンス島のβ細
胞たちにも異変が…。痔、帯状疱疹と、立て続
けに病魔に襲われ、ついに体は崩壊の時を迎え
ようとしていた。過重労働極まる赤血球たち
に、明日はあるのか。戦慄に次ぐ戦慄、読むと
摂生を心掛けずにはいられない第4巻。

朝からブルマンの男

自由、人権、司法、自由貿易、国際安全保障、
ホワイトハウス…。大統領に返り咲いたトラン
プが、アメリカを徹底的に破壊した１年間をリ
アルタイムで報告したルポ。『週刊文春』連載
に書き下ろしを加え書籍化。

一杯二千円もするコーヒーを週に三度注文して
は、飲み残していく客「朝からブルマンの
男」、途中下車して遅刻しそうだった友人が、
先に行った自分となぜか同時に高校入試の会場
に到着した「受験の朝のドッペルゲンガー」、
単身赴任中の父親が帰宅する金曜日の夕食だけ
味が落ちるという、郷土料理研究会の会員宅の
ご飯の秘密「ウミガメのごはん」など、桜戸大
学ミステリ研究会の二人組が出合った謎を描く
全五編を収録。謎の魅力、推理する楽しみを詰
めこんだデビュー短編集。

棺桶まで歩こう デコピンのとくべつないちにち

残月 無想斬り 密命（三）決定版 はたらく細胞BLACK（4）

裸の王様トランプのアメリカ破壊日記

長生きしたくないという高齢者が増えている。
２０００人以上を看取った元外科医の緩和ケア
医が、「歩けるうちは死にません」「ひとり暮
らしは、むしろ楽に死ねる」など「延命より満
足を、治療より尊厳を」という選択を提唱す
る。

今日は待ちに待った開幕戦の日。デコピンは、
なんと始球式を任されています。野球場には
ホットドッグやとても広い「庭」があります
し、お客さんがたくさんいます。ところが、デ
コピンは始球式に使うラッキーボールを家に忘
れてきて…。
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